別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　　　項：企画開発費　　　目：科学技術振興費
	事業名:科学技術企画指導費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　総合企画部　研究開発課　事業化推進担当　電話番号：058-272-1111（内2487）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11162@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,534千円（前年度予算額：1,534千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　平成19年3月に策定された「岐阜県科学技術振興プラン」の基本方針「県民生活の向上に役立つ科学技術の振興」に沿った研究開発を推進するために、外部有識者による科学技術振興施策等の審議や試験研究機関の評価、外部有識者等の意見を取り入れた研究課題設定等を行う。

１）科学技術振興会議
科学技術の振興施策等に対して、有識者から構成される会議を開催し、審議検討を行う。
２）試験研究機関の外部評価
研究開発への取り組み、地域に果たす役割等、試験研究機関の業務全般について外部有識者により評価を行う。
３）研究課題の外部評価等
重点的な研究課題等について、新規、継続及び終了時において外部有識者、関係部局等の意見を取り入れ的確な研究開発を進める。
	２　所要経費


・科学技術振興会議の運営に係る経費　　　　595千円

・試験研究機関の外部評価に係る経費　　　　469千円

・重点的な研究課題の外部評価等に係る経費　470千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
１ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

地域外から所得を稼ぐことができる製造業を本県産業の中核と位置づけ、モノづくりの振興を通じ、人口減少に伴う地域内消費の減少を克服し、力強い地域経済をつくります。
	２　これまでの取組状況


１）科学技術振興会議
・有識者から構成される会議を開催し、ぎふ科学技術振興プランに基づく主要背策施策の進捗状況、研究開発における重点施策等の審議検討を行った。
２）試験研究機関の外部評価
・毎年度約3試験研究機関で実施しており、平成21年度は、保健環境研究所、機械材料研究所、農業技術センターで実施。
３）研究課題の外部評価等
　・行政部局からの研究課題に対する要望収集と課題化について検討を実施。
・重点的な研究課題について、外部有識者による前評価、中間評価、事後評価を実施。
	３　これまでの取組に対する評価


厳しい経済状況の中、これまで以上に地場産業・県民に役立つ研究開発の実施が必要であり、今後も、外部有識者等の意見を取り入れた、地域に役立つ研究開発に取り組んで行く必要がある。

	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,534
	
	
	
	
	
	
	
	1,534

	要求額
	1,534
	
	
	
	
	
	
	
	1,534

	1月15日時点査定額
	1,534
	
	
	
	
	
	
	
	1,534

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


